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温泉をもっと知ろう、温泉で

人もビジネスも元気になろう
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我が国では温泉法という法律があって温泉が定義されていま
す。
「地中からゆう出する温水、鉱水及び水蒸気その他のガス

（炭化水素を主成分とする天然ガスを除く）で、別表に掲げる温
度又は物質を有するもの。

温度は２５℃、物質は19項目

温泉とは

鉱泉とは

これには法律上定義は無い。
しかし、鉱物質を含んだ湧水と解釈され、温度の低いものを指
す。
但し、環境省の方針では、温泉の中でガスを除く液状のものと
いっている。













○ 温泉利用の移り変わり

禊ぎとの関わり合い 禊ぎ：体を洗って心身を清める。
天皇が御身体を清める水を斎川水（ゆかわみず）という 斎と湯は同じ
古代の温泉：日本書紀・古事記・風土記などに記載されている温泉

伊予の湯（道後）、有間の湯（有馬）、牟婁の湯（白浜）、玉造

聖徳太子：伊予の湯
舒明天皇・斉明天皇：伊予の湯や牟婁の湯へ行幸
湯浴み：浴殿寺院などでむろ（室・牟婁）ふろ（風呂）蒸し風呂
東西の相違：湯が上に付く温泉と下に付く温泉 湯元と元湯
光明皇后：１０００人の湯浴みによる治療
温泉発見伝説：僧侶による 動物などによる
温泉の利用：温泉地での温泉集落の形成

戦乱の負傷者の治療 別府（一遍上人の事故）
大名の湯治 庶民の湯治 総湯
江戸時代 温泉番付

明治～現代
当時形態から観光専門に急展開
総湯から内湯 資源・熱の分散化・非効率的
現代 温泉利用の多様化

○ 東京温泉今昔物語 大田区羽田の近く 森ケ崎 温泉発祥の地

○ 温泉地と都会の温泉（日帰り施設の装置）
どうして、日帰り温泉が流行ったのか？







都内温泉発見の経緯

森ケ崎 大田区 森ケ崎 羽田飛行場の西 現在 森ケ崎水処理センター上が公園
終戦まで三業地

誕生の経緯 維新当時官軍に敗れた彰義隊の一部が船橋から船で逃れたとき、羽田沖で
暴風で難破し、死骸が森ケ崎に流れた着いた。土地の者が、無縁塚に葬ったところ、或夜
武士姿の若衆が夢枕に立って土地の者に霊泉の湧くことを告げた。早速井戸を掘ったとこ
ろ鉱泉が湧出し、煮沸すると赤褐色の沈殿を生じ、湧出口の気泡に点火すると炎を上げて
燃え、普通の井戸水ではなく、夢の通り鉱泉であった。明治28年この地に接待場(公衆無料
浴場)がもうけられ、旅館も建てられるようになった。現在近くの大森寺に「魂光大尊霊供養
塔」があって、其の背面に、明治32年発見、明治33年3月試験とあり、これが衛生試験彙報

に掲載されている分析値である。
明治40年代には鉱泉病院も建てられ、大正に入って料亭も開業、三業地となった。風光明

媚な場所で、「青松蔭濃き半里の海岸、杖をとどめて遠く翠波を望めば、房総の雲姻模糊と
して浮城の如く云々」とある。関東大震災以後は一変し、連れ込み専門の温泉街となり、歓
楽街に発展した。尾崎士郎の「人生劇場」は昭和8年頃ここで執筆した。昭和14年頃までは、

料亭も存続したが、戦争の激化で、工場の寮に料亭が変身、戦争で焼け残った者の、戦後
は消滅した。(大田区:大田区史より)
この近くには、明治時代は穴守、大師河原の鉱泉があったことが記録されている。
昭和時代にはいって、この付近、つまり品川、蒲田、川崎、鶴見、横浜一帯は京浜工業地
帯とよばれ、多くの工場が建ち並び、工業用水用の井戸が多数掘削され、この中に着色、
塩分を含むものが多く、こいれが、その後の温泉誕生につながってゆく。大田区には温泉
が特に多い。この付近は海面よりも低い土地で、泡のある着色水が絶えず湧出していた。





日帰り施設の増加について 要因分析

日帰り施設 銭湯の延長 公衆浴場法が適用される。

1. 安近短 効果 手軽く楽しめる

2. 高齢化時代、健康志向

3. 1泊2日 ドンチャン騒ぎ型の崩壊

4. クアハウスの衰退

5. 今まで温泉がなかった場所に出現

従って、深度が深い特徴 裏を返すと掘削費用の低廉化 土地の価格

敷地を広くとれる

6. 浴槽の多様化

温度別、浴槽別（ジャグジー、打たせ湯、サウンド、波浪浴、足浴、歩行浴、ね湯

サウナ、ミストサウナ他）

7. 水質汚濁防止法「特定施設」に該当しない 排水処理をしなくてもよい

8. 料金の多様化（高齢者、幼児・子供、地域住民、身体障碍者別）、ロッカーチェック

9. 施設（サービス）内容の変更等

10. 今後の展開 メリット・デメリットの対応 アネックス施設・事業の選択







•温泉の一般的禁忌症（浴用）
急性疾患（特に熱のある場合）
活動性の結核
悪性腫瘍
重い心臓病
呼吸不全
腎不全
出血性疾患
高度の貧血
その他一般に病勢進行中の疾患
妊娠中（特に初期と末期）

•高温浴（42℃以上）の禁忌症
高度の動脈硬化症
高血圧症
心臓病

•その他の注意事項
1日に2ないし3回程度
療養には1ないし3週間
入浴時間は3ないし10分程度

入浴後は安政を守る
食事直前・直後の入浴は避ける
熱い温泉に急に入浴するとめまいが起こることがある
入浴前に体をよく洗う
入浴後は水を飲む

飲酒しながら入浴するのはよくない



一般的適応症

神経痛 筋肉痛 関節痛 五十肩 運動麻痺 関節のこわばり うちみ くじき

慢性消化器疾患 痔疾 冷え症 病後回復期 疲労回復 健康増進

泉質別 適応症

塩化物泉 ：きりきず やけど 慢性皮膚病 虚弱児童 慢性婦人病

炭酸水素塩泉：きりきず やけど 慢性皮膚病

硫酸塩泉 ：動脈硬化症 きりきず やけど 慢性皮膚病

二酸化炭素泉：高血圧症 動脈硬化症 きりきず やけど

含鉄泉 ：月経障害

硫黄泉 ：慢性皮膚病 慢性婦人病 きりきず 糖尿病（硫化水素型は高血圧症、

動脈硬化症、その他上に準ずる）

酸性泉 ：慢性皮膚病

放射能泉 ：痛風 動脈硬化症 高血圧症 胆石症

泉 ：慢性胆嚢炎 慢性皮膚病 慢性婦人病






